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閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 
 

開催日時：平成２７年１１月２０日（金）   １０：０１～１０：１６ 

 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

 

出 席 者：麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（総務大臣） 

岩 城 光 英 国務大臣（法務大臣） 

岸 田 文 雄 国務大臣（外務大臣） 

馳     浩 国務大臣（文部科学大臣） 

塩 崎 恭 久 国務大臣（厚生労働大臣） 

森 山    国務大臣（農林水産大臣） 

林   幹 雄 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

丸 川 珠 代 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

菅   義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

髙 木   毅 国務大臣（復興大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

島 尻 安伊子 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

甘 利   明 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

石 破   茂 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

遠 藤 利 明 国務大臣 

欠  席：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

     石 井 啓 一 国務大臣（国土交通大臣） 

     中 谷   元 国務大臣（防衛大臣） 

陪 席 者：萩生田 光 一 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

横 畠 裕 介 内閣法制局長官 

欠  席：世 耕 弘 成 内閣官房副長官 

 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

     ○一般案件      ２件 

     ○政令        ６件 

     ○人事        ４件 

     いずれも，案件表のとおり，決定，了解となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

  まず，閣議案件について，萩生田副長官から御説明申し上げます。 

○萩生田内閣官房副長官：一般案件について，申し上げます。まず，公式実務訪問賓

客待遇について，御了解をお願いいたします。ブラジル国大統領が，１２月２日か

ら４日まで，我が国を訪問されることとなりましたので，同期間，公式実務訪問賓

客として接遇するものであります。 

 次に，信・解任状に認証を仰ぐことについて，御決定をお願いいたします。本件

は，「アイルランド国」及び「キューバ国」駐箚特命全権大使の異動に伴い，交付す

べき信任状及び解任状であります。 

 次に，政令６件について，御決定をお願いいたします。まず，行政不服審査法等

の施行に伴う，関係政令５件について申し上げます。「行政不服審査法の施行期日

令」は，同法の施行期日を平成２８年４月１日とするものであり，「同法施行令」

は，提出書類の写しの交付手数料の額，事件記録の対象となる書類等を定めるもの

であり，「同法及び同法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴う

関係政令の整備に関する政令」，「被害回復給付金支給法において準用する行政不服

審査法の規定により納付すべき手数料に関する政令」及び「入会林野等に係る権利

関係の近代化の助長に関する法律施行令」は，不服申立手続の特例を定めている個

別法に関し，政令で行政不服審査法施行令に準じた手続規定を整備する等，関係政

令について規定の整備を行うものであります。 

 次に，「日本銀行法施行令の一部を改正する政令」は，当分の間，債券取引損失引

当金の計算上，債券の売買，保有等に伴い生じた費用の額を損失金額とするもので

あります。 

 次に，人事案件について，申し上げます。まず，岸田外務大臣が，第６回日豪外

務・防衛閣僚協議出席等のため，本日から２３日まで，林経済産業大臣が，インド

ネシア国政府要人との会談等のため，２２日から２５日まで，それぞれ海外出張さ

れますので，御了解をお願いいたします。 

 次に，元内閣総理大臣福田康夫に，故シュミット元ドイツ連邦共和国首相の葬儀

に参列する特派大使を命ずることについて，御決定をお願いいたします。 

 次に，裁判官人事といたしまして，簡易裁判所判事に兼ねて任命するもの外１件

について，御決定をお願いいたします。 

 次に，新島旭外２０８名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

○菅国務大臣：次に，大臣発言がございます。まず，加藤大臣。 

○加藤国務大臣：来る１１月２５日から１２月１日までの１週間，「犯罪被害者週間」

を実施します。 

 この週間は，犯罪被害に遭われた方やその御家族・御遺族が，再び平穏な暮らし

を営むことができるよう皆で配慮していくことの重要性等について，国民に理解を

深めていただくために行うものです。今年も関係省庁や地方公共団体及び民間団体

等と連携を図りながら，犯罪被害者支援のためのフォーラムや街頭啓発活動など
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様々な行事を各地において実施します。 

 閣僚各位におかれましては，この「犯罪被害者週間」の趣旨を御理解いただき，

御協力をお願いいたします。 

○菅国務大臣：次に，内閣総理大臣臨時代理たる麻生副総理から御発言がございます。 

○麻生国務大臣：岸田大臣及び林大臣は，それぞれ海外出張いたしますが，その出張

不在中，菅内閣官房長官を外務大臣の臨時代理に指定し，高市大臣を経済産業大臣

の臨時代理に指定するとともに，原子力損害賠償・廃炉等支援機構担当大臣の事務

代理を命じます。 

○菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。 

 引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

 総務大臣から御発言がございます。 

○高市国務大臣：平成２７年度末に中期目標期間が終了する独立行政法人の業務及び

組織の見直し等について申し上げます。 

 総務省の独立行政法人評価制度委員会では，去る１７日に，３６法人の業務及び

組織の見直しについて，独立行政法人通則法の改正後初めての意見を取りまとめ，

毎年度の評価の改善及び適正化と併せ，各法人を所管する主務大臣に対して通知し

ました。 

 この意見では，法人統合の効果を最大化するよう業務実施体制を見直すこと，法

人の政策目標を国の政策に沿って明確に目標に位置付けること，内部統制や情報セ

キュリティ対策の強化などにより組織運営を適正化することなどを求めています。 

 主務大臣におかれては，大臣の下でのＰＤＣＡサイクルを強化しつつ，国の政策

の実施機能の最大化を図るという独立行政法人改革の趣旨が全うされるよう，この

意見を踏まえた業務及び組織の見直し等を着実に進めていただくようお願いしま

す。 

○菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

 無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 

 

 



平成27年 

11月 20日 

◎一般案件 

○ブラジル連邦共和国大統領ジルマ・ヴァナ・ルセ

ーフ閣下の公式実務訪問賓客待遇について

（了解） （外務省）

 ☆アイルランド国駐箚特命全権大使三好真理外１名 

に交付すべき信任状及び前任特命全権大使渥美千 

尋外１名の解任状につき認証を仰ぐことについて 

（決定）               （同上） 

◎政  令 

   ○行政不服審査法の施行期日を定める政令（決定）

（総務省） 

〃  ○行政不服審査法施行令（決定）（総務・財務省） 

〃  ○行政不服審査法及び行政不服審査法の施行に伴う 

関係法律の整備等に関する法律の施行に伴う関係 

政令の整備に関する政令（決定）    （同上） 

〃  ○犯罪被害財産等による被害回復給付金の支給に関 

する法律第４４条において準用する行政不服審査 

法第３８条第４項の規定により納付すべき手数料 

に関する政令（決定）     （法務・財務省） 

〃  ○入会林野等に係る権利関係の近代化の助長に関す 

る法律施行令（決定）   （農林水産・財務省）

〃  ○日本銀行法施行令の一部を改正する政令（決定） 

（財務省）

◎人  事 

☆外務大臣岸田文雄外１名の海外出張について

（了解）

資 料
あ り

資 料
な し

資 料
あ り

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
な し

〔 別 添 〕
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○福田康夫に故ヘルムート・ハインリッヒ・ヴァル 

デマー・シュミット元ドイツ連邦共和国首相の葬 

儀に参列する特派大使を命ずることについて 

（決定） 

☆判事長井秀典を簡易裁判所判事に兼ねて任命し，  

判事兼簡易裁判所判事稻重子の兼官を免ずるこ  

とについて（決定）  
☆新潟大学名誉教授新島  旭外２０８名の叙位又は 

叙勲について（決定） 

 

 

〔○署名あり  ☆署名なし〕 

 

資 料  
あ り  

資 料  
な し  

資 料  
あ り  
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